
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年６月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 3 目  黒  哲  也 

１１日 

（月） 

2 19 関     常  幸 

3 10 塩  川  裕  紀 

4 18 黒  滝  松  男 

5 14 佐  藤     剛 

6 12 鈴  木     一 

7 9 桑  原  圭  美 

8 7 勝  又  貞  夫 

１２日 

（火） 

9 13 岡  村  雅  夫 

10 4 吉  田  光  利 

11 15 寺  口  友  彦 

12 11 清  塚  武  敏 

13 16 中  沢  一  博 

１３日 

（水） 

14 8 永  井  拓  三 

15 5 中  沢  道  夫 

16 1 大  平     剛 

17 6 田  中 せ つ 子 

18 2 梅  沢  道  男 

計  １８名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【質問方式】（いずれも質問制限時間（答弁時間を含まない。）は 30 分）  

 

一括質問一括答弁方式：  全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。）  

一問一答方式：  質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問

は、登壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。

質問回数に制限なし）  

複合型一問一答方式：  一問一答方式において、質問大項目の最初の質問

はまとめて行い、以降は一問ずつ行う。  



－1－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１ 
    

   銭淵公園並びに周辺を整備し観光振興につなげていく考えは 

 

   平成８年の河川改修により誕生した銭淵公園は、六日町中心市

街地の奥にあり、加えて坂戸山の麓に位置し、市民にとっては交

通至便な場所にある。日本庭園風の公園には四季折々の花が咲き、

池を一周する遊歩道が整備され、散策を楽しむことができる。天

気の良い日には子ども連れの家族が遊んでいたり、犬を連れて散

歩したり、広大な芝生で寝ころんだり等、今やここは市民の憩い

の場所となっている。 

   現在、銭淵公園が一番盛り上がりを見せるのが、毎年４月中旬

から下旬の「観桜会」。銭淵公園には池のほとりを中心にソメイヨ

シノやシダレザクラが約 100 本。期間中はライトアップもされて

いる。また、初夏のひとときには幻想的なホタル観賞もできる。

秋には公園のバックにそびえる坂戸山の紅葉と共に素晴らしい情

景となる。冬には公園内にかまくらが造られている。 

   また公園の駐車場では５月から 10 月の日曜日「六日町温泉朝

市」が開催され、もぎたての地物野菜を求めて多くの観光客や地

元の方でにぎわっている。 

   この銭淵公園内の池や施設を整備し、更に魅力を高め、周辺に

ある坂戸山、坂戸城跡石垣、埋田堀、魚野川、船着き場、こうり

んぼう等の資源を活かして、つなげることで、１年を通して誘客

を促すことができると私は考えている。 

   更に銭淵公園周辺において、夏には従来の兼続公祭りを進化さ

せた兼続公大祭を、冬は雪祭りを開催したらどうかとも考えてい

る。 

   銭淵公園を育てていく考えがあるか市長に伺う。 

 

議 席 

３  

 
 

 
 

目

黒

哲

也 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－2－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

２ 
 

   新ごみ処理施設の建設予定地について 

 

２月 15 日の周辺集落の区長への説明後、建設予定地の周辺集落

等 18 会場の説明会が終了した。農業を中心として生計を立ててい

る３集落、生産組織、大学職員、学生を対象にした６会場での質

疑の内容を一読したが、候補地での建設には、八色ブランドを築

いてきた産地への「風評被害」、ごみ搬入車による交通量の増大で

「道路改良、進入路の検討」等々、大きなハードルがある。 

そのハードルを越えるために、先進地視察や講演会を行うと聞

いている。８月末から二巡目の集落説明会を実施し、建設予定地

の地元合意が得られるのか市長に伺う。 

 

議 席 

１９  

関

 

常

幸 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－3－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

３ 
 

１ し尿等受入施設について 

 

 （１）し尿等受入施設建設に伴う周辺地域整備の進捗について伺う。 

 

 （２）施設本稼働の見通しについて考えを伺う。 

 

 

 ２ 小学校統合後の空き校舎の活用について 

 

   五日町、大巻小学校統合後の空き校舎の利活用について考えを

伺う。 

   

 

 

 

議 席 

１０  

 
 

 
 

塩

川

裕

紀 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－4－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

４ 
 

１ ２０１８年産コシヒカリについて 

 

農林水産省は４月末時点の 2018 年産米作付け計画の調査結果を

発表した。 

国による生産調整（減反）は廃止された。本県を含む６県は増

加したが、全国的には横ばいや減少も多く大幅なコメ余りは避け

られる見通しである。 

日本穀物検定協会が２月に 2017 年産米の食味ランキングを発

表、魚沼産コシヒカリが 28 年連続の「特Ａ」から「Ａ」に落ち、

今後の販売戦略への影響が懸念される。 

そこで以下について伺う。 

 

（１）2018 年産米の販売戦略と農家所得向上策について  

 

（２）「特Ａ」復活に向けての戦略について  

 

 

 ２ 増える食品ロス対策について  

 

   まだ食べられるのに捨てられる「食品ロス」が 2015 年度で 646

万トンに上るとの推計値が農林水産省と環境省から発表された。

2014 年度に比べ 25 万トン増え、国民一人が茶わん一杯分を毎日捨

てている計算だ。 

646 万トンのうち、事業系が推計 357 万トンと 55％を占め、残

り 45％が家庭系である。 

そこでわが市の「食品ロス」対策とその成果について伺う。 

 

 

 

議 席 

１８  

黒

滝

松

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－5－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

５ 
 

１ 改めて地方創生にどう取り組むか 

 

（１）歯止めがかからない人口減少。改めて求められる地方創生・

総合戦略の意義  

①総合戦略の中間点をどう評価するか。  

②ＣＣＲＣが総合戦略の基軸事業になりうるためにどう進める  

か。  

   ③中間点を過ぎて、改めて「求められる地方創生」をどう描く  

    か。  

 

（２）持続する地域のために何が必要か。どう取り組むか。  

①「関係人口」づくりの必要性  

②具体的な関係人口をどうつくるか。  

③産業振興、雇用促進面での現状とこれからの取組をどう進め  

るか。  

 

（３）関係人口づくりと新たな産業振興と雇用創出のために、新た

な組織「ＭＭＤＯ」の役割  

 

 

２ 自殺対策計画の重要性と本気度 

 

（１）自殺の現状と危機感  

（２）「自殺対策計画」の策定とＰＤＣＡ  

①実効性ある計画のための策定体制と連携  

②自殺の０次予防からの幅広い取組が必要 

③策定後のＰＤＣＡ  

 

 

議 席 

１４  

 
 

 
 

佐

藤

 

剛 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－6－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

６ 
 

 １ 学童保育について 

 

   人口減少対策としての「子育て支援」予算は今後、際限なく増

えていく。子育て支援の必要性は理解しているが、果たしてこれ

が対策になるか。地域コミュニティの組織を活用できないか。 

 

 

 ２ 南魚沼市介護人材確保について 

 

   介護人材確保は喫緊の課題と言われているが、「南魚沼市介護人

材確保緊急支援事業」を現在従事している方へ適用できないか。 

 

 

 ３ 消防設備士、火災報知設備について 

 

（１）消防職員の消防設備士の取得状況について  

  甲種、乙種含めて消防年報に記載がある。防火対象物の数も膨

大であるが、これで充分か。  

 

（２）住宅用火災警報設備について  

  2006 年に新築住宅に義務化されたが、すでに 10 年以上経過して

いる。既存住宅設置や点検についての啓発は。 

 

 

 ４ 県外の市職員給与カットについて 

 

   福井県福井市では豪雪の影響で、除雪費の財源がなく、職員給

与の 10％(有期)カットが提案された。職員は猛反発と聞いている。

公僕たるものの姿として市長はどう考えるか。 

議 席 

１２  

鈴

木

 

一 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－7－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

７ 
 

インクルーシブ教育で市民の意識変革を 

 

総合支援学校が開校し、目覚ましい成果を上げている。しかし、

それだけで満足してはならない。障がいがある人もない人も、同

じ社会の一員として生活できるようになってこそ、初めて真っ当

な社会と言える。そのうえで、インクルーシブ教育に取り組もう

とする当市の方針に期待している。障がい者の家族を持つ親御さ

んは自分の子どもを特別扱いしてほしいとは言っていない。ただ、

ハンディキャップに対する合理的配慮を求めているだけである。

また、合理的配慮は障がい者だけに当てはまるものだろうか。子

どもや高齢者は障がい者と同様な視点で保護される場面が必要で

あると思うが、それにはまず、市民の意識を変え、醸成していく

必要があると考え、インクルーシブ教育について質問する。 

 

（１）南魚沼市インクルーシブ教育支援チーム設置の経緯と取組に

ついて 

 

（２）インクルーシブ教育で社会をどう変えていくかについて 

 

（３）福祉避難所・福祉避難スペースについて 

 

（４）社会資本整備の中の合理的配慮について 

 

 

 

議 席 

９  

桑

原

圭

美 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－8－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

８ 
 

１ 原子力発電の危険性について 

 

原発問題をめぐる状況も変わってきている。東京電力は、柏崎・

刈羽原発の再稼働に向けて、その体制作りを進めている。このこ

とについて、市長の所見を問う。 

 

（１）福島の原発事故を見て分かる通り、有事の際に、原発はコン

トロールできない技術だと思うが、この点について、市長の所

見を問う。  

 

（２）もしも柏崎・刈羽原発が再稼働するとなれば、更に危険な状

況となる。仮にこの原発で事故が起きたなら、この地域の農業

や観光他様々な方面に、どの様な影響があると考えるか。 

 

 

２ 地盤沈下対策について 

 

  昨年の秋、井戸の新規掘削規制が解除された。市民が最も心配

しているのは、地盤沈下であるが、その観測用井戸の体制は十分

か。  

 

 

３ 空き家・空き地バンクについて 

 

  南魚沼市の空き家バンクの現状はどうか。 

他の自治体では、空き家・空き地バンクとして取り組んでいる

事例も少なくはない。 

当市の空き家バンクを拡大し、空き家・空き地バンクとして機

能させ、定住人口の増加や地域の活性化に取り組むべきと思うが、

この点について、市長の所見を問う。 

議 席 

７  

勝

又

貞

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－9－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

９ 
 

１ 新ゴミ処理施設建設予定地の地元同意は可能か 

 

国際大学敷地内を建設予定地として、関係集落説明会を開催し、

一巡したようだが感触を伺う。 

（１）先進地視察と専門家による講演会を予定しているが、それら

で理解を得られると考えているか。 

（２）一巡目の説明会で出た意見、質問に二巡目の説明会で回答す

るというが、理解を得られる回答ができるか。説明時期はいつ

頃を考えているか。 

（３）地域の同意の方法と時期をいつまでと想定しているか。 

（４）ゴミの減量・処理計画が根本的な問題であり綿密な検討がな

されなくてはならない。平成 24 年に検討が始まり、平成 37 年

稼働を想定したゴミの減量計画には十分な時間（13 年間）があ

ると思うが、取組と所見を伺う。 

（５）想定される事業費を公表し、処理計画をしっかり立て、市民

の負担軽減の方法を模索する姿勢が欠けている。市民の理解と

協力で負担軽減につながる仕掛けを考えられないか。 

（６）最終処分場の選定が計画にない。同時進行ができないか。 

（７）作業部会、検討委員会の議事録が公開されていない。何故か。 

 

 ２ ＣＣＲＣの見直しは 

 

   ＣＣＲＣの居住棟建設は、遅々として進まない。「200 棟 400 人

の計画をやめたわけではない。」という中で今度は民間でサービス

付き高齢者住宅の動きがあるという。民間事業として投資する魅

力が無いから進まないという根本的な問題を捉えていない。 

（１）パートナー企業名は公表されてきたが、サ高住の事業者名を

何故公表できないのか伺う。 

（２）この計画のハード事業での移住定住は難しい。撤退を考えら

れないか。 

（３）南魚沼市まちづくり推進機構（ＭＭＤＯ）が分析・指南して

いると思う。進まない原因をどう捉え、どう打開しようとして

いるか伺う。 

 

議 席 

１３  

岡

村

雅

夫 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－10－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１０ 
 

  五十沢キャンプ場について 

  

   県下では有数のキャンプ場であり、南魚沼市の観光の目玉とな

っている五十沢キャンプ場は、平成元年当時六日町の指定管理者

として、独立採算性の下、現在の「一般社団法人 五十沢キャンプ

場」に運営委託され、今日に至っている。その間赤字経営、追打

ちの水害等に対して、市はじめ関係部門より支援を得ながら、地

元を中心としたキャンプ場の経営努力により、黒字化を果たし大

きく市に貢献している。 

しかしながら当初の地域おこし、雇用創出、若者の出会いの場

所づくり、経済の活発化を図るためには、優秀な人材確保をはじ

めとした安定的な維持管理体制と、適正な設備投資、より営業を

活発化した成長戦略が必要と考える。 

そこで、林市政に以下について伺う。 

 

（１）成長戦略として、設備投資及び営業活発化が必要と思うがど

うか。 

  

（２）人材確保のため、常勤職員の通年雇用に向けて支援が必要で

はないか。 

 

（３）天竺の里も含めた管理委託で、相乗効果を図るべきだと思う

がどうか。 

 

（４）巻機山国立公園構想と合わせた将来像はどう考えるか。 

議 席 

４  

吉

田

光

利 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－11－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１１ 
 

 １ 環境共生について 

 

   地下水採取条例全部改正後の総揚水量抑制調査報告をどのよう

にして公表するのかうかがう。 

 

 

 ２ 産業振興について 

 

   コシヒカリに次ぐ新ブランド早生品種の開発に着手する考えは

ないか。  

 

 

 ３ 行財政改革・市民参画について 

 

   住民投票を盛り込んだ自治基本条例策定についての考えをうか

がう。  

 

 

 ４ 教育・文化について 

 

   新潟県立、県営の総合体育館を市内に誘致する考えはないか。 

議 席 

１５  

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－12－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１２ 
 

  真夏の東京に雪と感動を届ける事業計画は 

 

３月議会の予算審議のなかの、企画プロモーション事業費（渋

谷区での雪資源活用事業）については、一部の議員からは修正案

も出されたが、この時点では、まだ具体的計画は渋谷区との調整

中であることや、初めての取組であり、事業効果を含め、見えて

こない部分が多くあった。南魚沼市の雪をキーワードとして広く

全国へ、そして世界へ発信しようとする、林市長の将来へ繋げる

ためのチャレンジに期待をする事業でもある。  

2020 年東京オリンピック、パラリンピックを見据えた中で、雪

の利活用、雪国の文化など雪の魅力を発信するために、真夏の東

京に雪と感動を届ける取組について準備が進んでいると聞く。６

月３日には「第２回渋谷おとなりサンデー」のイベントにも参加、

５トンほどの雪を持って検証してきた。７月の渋谷区の盆踊り、

８月上旬には恵比寿ガーデンプレイス時計広場に雪を届けて、当

市の魅力発信事業を試行錯誤しながら実施していくとしている

が、全体計画と課題、そして行き着く目標はどこにもっていくか

伺う。  

 

（１）真夏の東京へ雪と感動を届ける、雪資源活用事業の 2020 年ま

での具体的な全体計画と目標は。 

 

（２）今後ふるさと納税を活用して事業を進めていくのか。 

 

 （３）雪の利活用、雪室のエコエネルギーを南魚沼市としては進め

ていくのか。 

 

 （４）事業を通して、雪国のマイナスイメージをどう変えていくの

か。 

 

議 席 

１１  

清

塚

武

敏 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－13－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１３ 
 

  「地域包括ケアシステム」後押しの具体策について 

 

 住み慣れた地域で、医療や介護・生活支援サービスなどを一体

で受けられる「地域包括ケアシステム」の構築が急務と考える中、

介護職員をどう支え、人材の確保をしていくか。 

厚生労働省は、団塊世代が全て 75 歳以上になる 2025 年度時点

では、約 33 万７千人が不足すると推計を発表した。優れたヘルパ

ーを育て、キャリアアップを後押しするために、利用者が満足度

の高い介護サービスを受けるために、具体的に何が必要か伺う。  

 

（１）第７期介護保険事業計画における、本年度計画と課題につい

て 

 

（２）地域包括ケアシステム推進本部長の設置、考え方について 

 

 （３）当市独自の介護福祉士等修学資金貸付の創設支援について 

 

（４）「生活援助」の具体的推進のための、新たな研修制度の検討に

ついて 

 

（５）「在宅要介護高齢者家族手当」の拡充について 

議 席 

１６  

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－14－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１４ 
 

   南魚沼市の教育連携について 

 

   幼稚園・保育園、小・中学校、高校、大学は義務教育かどうか

だけではなく、所管している行政の部署や行政区分が違う。しか

し教育は一人の人間に対しては一貫性があり、その教育連携の度

合いが地域力につながると考えられる。また教育とは人間が生涯

にわたって関わるものであるために、その重要性を南魚沼市がど

のように捉えているかを伺う。 

 

（１）幼稚園・保育園と小学校の連携はいかに。 

 

（２）小学校と中学校の連携はいかに。 

 

（３）中学校と高校の連携はいかに。 

 

 （４）生涯学習の計画と実行現況はいかに。 

 

 （５）地方創生分野における教育分野の地域再生計画の策定の可能

性はいかに。 

議 席 

８  

永

井

拓

三 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－15－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１５ 
 

   中小企業振興策との兼ね合いについて 

 

（１）住宅リフォーム制度は、大きな経済効果をもたらし市民にも

建築関連業者にも、大変喜ばれている。それを、今年度限りで

やめると明言しているが、これに代わる中小業者向けの経済対

策をどのように考えているのか伺う。 

 

（２）グリストラップ汚泥の処理費用の高騰に、飲食店や旅館など

の事業者から、驚きと戸惑いの声が上がっている。なぜ市の処

理施設での受入れをやめ、民間業者に任せる事になったのか。

経過を伺う。 

   本来民間業者に委託すべきものだとしても、総額で３倍は、

零細業者にとっては痛手だが、３年間の補助制度で終わりでは

なく、恒久的な負担軽減策をとるつもりはないか伺う。 

 

 

 

 

 

 

議 席 

５  

中

沢

道

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－16－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１６ 
 

  市の広報戦略について 

 

南魚沼市の広報戦略の中で、市外への広報について以下の３点

を伺う。 

 

（１）現在の主要な広報のテーマとその訴求対象は。  

 

（２）今までの成果と今後の課題は。  

 

（３）今後のソーシャルメディアの活用をどのようにしていくか。  

 

議 席 

１  

 
 

 
 

大

平

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－17－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１７ 
 

１ ハラスメントの防止・対策の推進について 

世界的に「＃MeToo」運動が活発化し、全国的にもハラスメント

による辞任や処分が続いている。魚沼市でも職員２人が懲戒処分

となり、当市にとってもハラスメントへの関心が高くなっている。 

第３次南魚沼市男女共同参画推進計画にはハラスメントの防

止・対策の推進が重点目標に挙げられている。ハラスメントは人

権侵害であり、命や健康に直結する重大な問題として未然防止に

取り組む必要がある。 

 

（１）相談窓口での現状把握とプライバシー配慮は充分かを伺う。 

（２）理解を深め意識を高めるための具体的で分かりやすい啓発活

動は実施されているか伺う。 

 

２ 公共施設の受動喫煙防止対策の強化について 

受動喫煙は肺がん・脳卒中・心筋梗塞・呼吸器系疾患・喘息・

認知症等多くの病気のリスクを高めるとの指摘がある。本人の意

思によらない受動喫煙は、健康と人権の観点からも早急に防止対

策徹底が必要と考える。 

 

（１）受動喫煙は健康被害につながる人権侵害と考えるが市長の見

解を伺う。 

（２）本庁舎の喫煙室は議員控え室と議場の間に設けているが場所

の選定理由を伺う。 

 

３ 企画プロモーション事業の具体的進捗状況と今後について 

昨年 12 月議会の補正予算 700 万円で雪を保管し、本年度の予算

1500 万円で、雪の利活用・雪国文化など雪の魅力として「雪国ブ

ランド」を発信する事業と市民へのＰＲも並行して必要と考える。 

 

（１）「第２回渋谷おとなりサンデー」に出展した費用対効果はどう

だったか。 

（２）予算の具体的根拠となる今後の事業計画見込みを伺う。  

（３）市民への理解促進のために市内イベントでも雪の利活用を発

信する考えはあるか。 

議 席 

６  

田

中

せ

つ

子 

（
複
合
型
一
問
一
答
方
式
） 

 

 



－18－ 
 

質 問

順 位 
質  問  内  容  

１８ 
 

１ 会計年度任用職員制度導入に向けた進捗状況等について 

 

（１）会計年度任用職員制度は、臨時職員等の雇用安定により、行

政サービスの質の確保を図ることが目的と考えるが、市長の認

識を伺う。  

（２）2020 年の制度移行に向けた進捗状況について伺う。  

（３）公共サービスの安定化には、現に働いている臨時・非常勤職

員を会計年度任用職員に移行することが、住民サービスの維持

や向上につながると考えるが、考えを伺う。  

（４）この制度の創設については、市の経費も嵩むことから、地方

財政計画に必要な財源を盛り込むよう、市長会を通じて国に要

請すべきと考えるが、考えを伺う。  

 

２ 魚沼地域の医療体制の充実に向けた取組について 

 

（１）新潟県地域医療推進機構の２月理事会の議事録には、林市長

の発言記録が見当たらない。３月議会答弁と食い違いがあるよ

うに思われるが、経過を伺う。  

（２）魚沼基幹病院の事業計画の変更等の重要事項が議題となった

３月 28 日の理事会を林市長は欠席しているが、どのような理由

や考え方から欠席したのか伺う。  

（３）地域医療推進機構では、新たに稼働させる病床を地域包括ケ

ア病棟とする方針を示した。事前に地域の医療機関等にはどの

ような協議があり、市立病院群の開設者としては、どのような

対応を取ったのか伺う。  

 

３ 市民の生涯スポーツの推進に向けた施設整備の充実について 

 

市で整備したさくり親水公園のグランドゴルフ場が、愛好者の

一大拠点となっている。 

（１）利用者から強い要望のあるトイレの新設を検討できないか伺

う。  

（２）利用者の増加により、交流会時等の駐車場の不足が深刻とな

っている。市による駐車スペースの拡大が必要と考えるが、市

長の考えを伺う。 

議 席 

２  

 
 

 
 

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 

 


